
映画「チンゲンサイの夏休み」が粟島と志々島でロケ
　さぬき映画祭優秀企画「チンゲンサイの夏休み」の撮
影スタッフが市長を表敬訪問しました。この映画は、中
国から来た家族が瀬戸内海の小さな島で過ごすひと夏の
物語。8月に粟島と志々島を中心に撮影を行いました。

　

こ
の
夏
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍
し
た
小
中
学
生
が
全

国
大
会
へ
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　友好都市の米国ワウパカ市から訪れた中学生が、麻部
神社で日本の伝統文化「神楽」に触れ楽しみました。体
験したワウパカの中学生は宮司に「日本の文化に尊敬。
ありがとう｣と日本語で感謝の言葉を伝えました。

日本の伝統文化を体験

4
8/

7
8/

7月
～8月

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う矢野　温大（麻小学校1年）

第28回糸東会四国地区空手道
選手権大会
小学1年生男子の部　優勝
第51回空手道糸東会全国選手権
大会（東京）へ出場

小出　ひかり（比地大小学校6年）
宮武　里奈（笠田小学校6年）
全日本小学生ソフトテニス県予選
女子の部　優勝
第28回全日本小学生ソフトテニス
選手権大会（京都）へ出場

秋山　凌太郎（豊中中学校3年）
丸岡　俊介（豊中中学校3年）
第49回四国中学校総合体育大会
男子個人の部　準優勝
第41回全国中学校ソフトテニス
大会（奈良）へ出場
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第9回特別弔慰金の請求期限は 平成24年4月2日まで戦没者等の遺族の
皆さんへ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　

請
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
第
9
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
の
問

に
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
、
特
例
扶
助
料
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
、
遺
族
給
与
金
等
を
受
け
て
い
た
人
が
亡
く
な

る
な
ど
し
た
た
め
に
、
平
成
21
年
4
月
1
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

対　

象

1
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父

母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
平
成
21
年
4

月
1
日
ま
で
に
遺
族
以
外
の
人
と
婚
姻
し
た
こ

と
に
よ
り
改
姓
さ
れ
た
人
ま
た
は
遺
族
以
外
の

人
と
養
子
縁
組
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

4
．
前
記
3
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

5
．
前
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す)

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
で
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
人
は
、
お
早
め
に
下
記
請
求
窓
口
へ
問
い
合
わ

せ
の
上
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
（
第
8
回
特
別
弔

慰
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
参
加
者
募
集

　

(

財)

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
り
ま
す
。

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人
で
、
上
陸

港
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

・
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た

証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

※
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
で
も
で
き
ま

す
。
心
当
た
り
の
人
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

香
川
県
遺
族
連
合
会　

☎
0
8
7
（
8
3
1
）
6
0
8
1

▼
問
い
合
わ
せ　

坂
出
税
関
支
署
詫
間
出
張
所　

☎
83
・
3
0
7
1

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

敬
老
祝
金
を
お
渡
し
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
9
月
15
日
は
老
人
の
日
で

す
。
9
月
15
日
現
在
で
数
え
年
88
歳

（
米
寿
）
の
人
と
1
0
0
歳
以
上
の
人

に
敬
老
の
意
を
表
し
て
敬
老
祝
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

①
大
正
13
年
1
月
1
日
か
ら
大
正
13
年
12
月
31
日
に
生
ま

　

れ
た
人

②
大
正
元
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

● 

該
当
者

　

88
歳
の
人
は
民
生
委
員
児
童
委
員
が
、
1
0
0
歳
以
上

の
人
は
市
長
訪
問
時
お
よ
び
各
支
所
長
が
訪
問
し
て
お
渡

し
し
ま
す
。

● 

お
届
け
方
法

な
い
人
で
、
受
け
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は
3
月
末
に
お
送

り
し
た
申
請
書
を
ご
確
認
の
う
え
、
住
所
地
の
支
所
（
高
瀬

町
の
人
は
市
役
所
）
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

● 

敬
老
祝
金
の
額

1
0,
0
0
0
円

● 

お
届
け
す
る
日

9
月
中
旬
か
ら
10
月
上
旬

● 

給
付
内
容

額
面
24
万
円
、
6
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

　

三
豊
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
は

市
内
在
住
の
80
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
券
を

交
付
し
、
幅
広
く
外
出
に
役
立
て

て
も
ら
い
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

今
年
度
の
タ
ク
シ
ー
券
は
今
年

度
中
し
か
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

三
豊
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

 

高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
事
業
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
を
一
体

的
に
実
施
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆
策
定
委
員
（
敬
称
略
）

仁
井　

昌
彦

▼
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
73
・
3
0
1
7

委
員
長

藤
村　

仁
美

副
委
員
長

宮
嵜　

信
男

香
川　

秋
訓

文
野　

三
嗣

佐
藤　

晌
一

林　

み
ど
り

岡
田　

武
資

木
村　

啓
介

安
藤　

末
子

白
川　

清
秀

前
田　

昭
文

杉
本　

茂
登
好

植
岡　

澤
江

藤
原　

俊
治

白
川　

晶
弘

長
尾　

眷
三

近
藤　

勝
巳

宮
川　

正
夫

菅　
　

磯
夫

星
川　

幸
雄

（
三
豊
・
観
音
寺
医
師
会
理
事
・
西
香
川
病
院
院
長
）

（
四
国
学
院
大
学
専
門
学
校
福
祉
学
科
長
）

（
三
豊
歯
科
医
師
会
・
み
や
ざ
き
歯
科
医
院
医
院
長
）

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
の
施
設
長
）

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
な
か
荘
施
設
長
）

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
く
ま
荘
施
設
長
）

（
三
豊
市
社
会
福
祉
協
議
会
た
か
せ　

在
宅
福
祉

　

サ
ー
ビ
ス
課
課
長
）

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
せ
と
う
ち　
代
表
取
締
役
社
長
）

（
三
豊
地
区
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
香
川
県
栄
養
士
会
）

（
三
豊
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

（
三
豊
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
会
長
）

（
三
豊
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）

（
三
豊
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
高
瀬
支
部
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
山
本
支
部
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
三
野
支
部
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
豊
中
支
部
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
詫
間
支
部
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
仁
尾
支
部
長
）

（
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
財
田
支
部
長
）

委　

員



　親子手作り絵本教室が豊中町農村環境改善センターで
行われました。参加した子どもたちは、自分の生まれた
時のことや自分の好きなものなどを題材に物語を考えて、
世界に一つだけの想い出いっぱいの絵本を作りました。

　粟島イベント実行委員会の皆さんが、ル・ポール粟島
の協力のもと『海ほたる』の鑑賞会を開催しました。海
ほたるは、刺激をうけると青白く幻想的な光を放ちます。
粟島で海ほたるが楽しめるのは10月上旬まで。

　須田保育所の4・5歳児が地元自治会の皆さんと一緒に
須田海岸の掃除をしました。いつも遊んでいる海岸を自
分たちできれいにしようと、地元の人と一緒にごみ拾い。
約30分ほどで海岸はごみ一つなくきれいになりました。

世界に一つだけの絵本

粟島の幻

7
8/

21
7/

15
8/ 全国子ども落語大会で優秀賞

いつも遊ぶ浜辺をきれいに1
8/

　子ども落語家の日向家ひかるさん（本名：見目日和、三
野津中1年）が、市長を表敬し全国大会受賞の報告を行い
ました。日向家さんは、DVDを見たり、寄席に行ったり
して独学で芸を学んでいるそうです。

ひ な た や けんもくひより
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有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の
補
助
率
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金　

付
加
保
険
料
納
付
の
す
す
め

　

第
1
号
被
保
険
者
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
希
望

に
よ
り
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

月
々
の
定
額
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を

プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
年

金
は
「
2
0
0
円
×
納
付
月
数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
月
分

か
ら
と
な
り
、
国
民
年
金
基
金
へ
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
付

加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

2
年
以
上
受
給
す
る
と
支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付

加
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
お
得
で
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
民

課
ま
た
は
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

集
落
で
一
体
的
に
侵
入
防
護
柵
を
設
置
す
る
場
合
に
も
補

助
金
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
12
月
15
日
ま
で
に
農
業

振
興
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
後
（
購
入
後
）
の
申
請
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
農
業

振
興
課
ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
三
豊
市
で
は
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
関
係
5
団
体
で
三

豊
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が
7
月
4
日
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

関
係
者
が
相
互
に
協
力
し
て
市
内
の
有
害
鳥
獣
を
適
切
に

管
理
す
る
こ
と
を
も
っ
て
地
域
農
業
の
振
興
お
よ
び
三
豊
市

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
、
補
助
事
業
等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

補
助
率

● 

補
助
対
象

水
田
・
畑
等
の
農
作
物
を
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
・
ト
タ

ン
・
電
気
牧
柵
を
設
置
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
。
（
材

料
費
の
み
と
し
、
電
気
牧
柵
は
本
体
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
経

費
で
あ
っ
て
、
電
線
類
は
除
き
ま
す
）

● 

購
入

必
要
以
上
の
毒
物
劇
物
は
、
購
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
（
毒
物
劇
物
を
購
入
す
る
場
合
は
、
法
に
定
め

ら
れ
た
手
続
き
が
必
要
で
す
。
毒
物
劇
物
は
、
販
売
業
の

登
録
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
販
売
し
た
り
譲
っ
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

● 

保
管

盗
難
に
あ
っ
た
り
紛
失
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
（
盗
難
、
紛
失

の
場
合
は
、
直
ち
に
警
察
署
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
誤
飲

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
飲
食
物
の
容
器
に
移
し
替
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
）

● 

使
用

ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
（
万

一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
医
療
機
関
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
治
療
の
際
の
参
考
に
な
る
の
で
、
使
っ

た
毒
物
劇
物
の
容
器
は
、
そ
の
場
で
捨
て
な
い
こ
と
）

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
自
己
処
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、

有
償
で
知
事
の
許
可
を
受
け
た
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託

し
、
適
正
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
）

● 

廃
棄

毒
物
劇
物
に
該
当
し
な
い
も
の
に
し
て
か
ら
廃
棄
し
な
け

補
助
金
限
度
額　
　
　
　

10
万
円

単
年
度
補
助
金
限
度
額　

30
万
円

三
豊
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

　

毒
物
劇
物
に
は
、
工
業
薬
品
や
農
薬
、
試
薬
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
私
達
の
暮
ら
し
の
身
近
な
場
所

で
そ
の
化
学
的
特
長
を
生
か
し
て
有
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毒
物
劇
物
は
、
吸
飲
や
接
触
に
よ
っ
て
中
毒
に
な

る
な
ど
の
危
険
性
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

  

毒
物
劇
物
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
盗
難
な
ど
に
よ
っ
て
自
分

が
被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
し
た

管
理
が
必
要
で
す
。

  

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
毒
物
劇
物
に
よ
る
危
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

毒
物
劇
物
に
よ
る
危
害
の
発
生
防
止
の
た
め
に

毒
物
劇
物
を
使
用
す
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
へ

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課　

☎
73
・
3
0
4
0

▼
問
い
合
わ
せ　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所　

☎
25
・
4
3
8
3

▼
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
事
務
局

　

☎
73
・
3
0
4
0
（
農
業
振
興
課
内
）

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

　
　
　

事
業
費
の
2
分
の
1
以
内
（
他
の
補
助
金
等
を
受

け
た
場
合
は
、
事
業
費
か
ら
他
の
補
助
金
等
を
除
い
た
額

の
2
分
の
1
以
内
）

個
人

事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
（
国
ま
た
は
県
の
補
助
対
象
事

業
は
除
く
）

受
益
戸
数
2
戸
以
上
の
場
合
で
、一体
的
に
整
備
す
る
と
き

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

じ
ん
け
ん
探
訪
18

高
齢
者
虐
待
を
ふ
せ
ご
う

　

県
が
確
認
し
た
高
齢
者
虐
待
は
1
1
3
件
、
被
害
者
の
8

割
が
女
性
で
6
割
が
後
期
高
齢
者
の
認
知
症
の
人
で
す
。
加

害
者
は
同
居
の
息
子
や
夫
が
過
半
数
で
し
た
（
2
0
0
9
年

度
）
。
「
家
の
恥
」
と
黙
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
実
際
は

こ
れ
以
上
起
き
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
患
者
の
被
害
が
多
く
、
正
し
い
認
知
症
理
解
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
は
加
齢
に
よ
る
も
の

と
異
な
り
、
例
え
ば
食
事
を
食
べ
て
い
て
も
「
食
べ
て
い
な

い
」
と
言
う
の
で
病
気
と
思
っ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

介
護
疲
れ
や
過
重
な
借
金
、
リ
ス
ト
ラ
の
不
安
な
ど
か
ら

ス
ト
レ
ス
を
起
こ
し
て
虐
待
に
走
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
加
害
者
も
被
害
者
で
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
郵
便
ポ
ス
ト
に
新
聞
な
ど
が
た
ま
っ
て
い
る

▽
夜
間
に
照
明
が
つ
い
て
い
な
い

▽
急
に
元
気
が
な
く
な
っ
た

な
ど
高
齢
者
に
異
変
を
感
じ
た
ら
声
を
か
け
て
あ
げ
、
民
生

委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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